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令和８年度 教育 ICT支援員派遣事業 業務仕様書 

 

 

１．目的 

  本事業は、学校における ICTを効果的に活用した「魅力ある授業づくり」や「わかる

授業」を推進するとともに、個別最適な学びをはじめ、協働的な学びの充実を図るため、

教員等に対し必要な支援を行うことを目的に、うるま市立小中学校（以下「各小中学校」

という。）に教育 ICT支援員（以下「支援員」という。）を派遣するものである。 

 

２．事業名 

令和８年度 教育 ICT 支援員派遣事業業務委託 

 

３．業務の概要 

  支援員を各小中学校に派遣し、ICTを活用した授業等を教員がスムーズに行うことが

できるよう、端末や電子黒板などの ICT機器をはじめ、授業支援ツール等の効果的な活

用や授業中における操作補助、校内研修会などについて、必要な支援及び助言を行う。 

当市では、令和６年度から、教育の質向上を目的とする学校教育アクションプラン「う

るまのみらい」において、ICT 活用を核とした授業改善を積極的に推進することから、

ICTを活用した個別最適な学びや協働的な学びをより強く意識した活用提案をはじめ必

要な支援を行うものとする。 

 

４．履行期間 

  令和８年４月８日（水）から令和９年３月２３日（火）まで 

 

５．実施場所 

  うるま市立小中学校（別紙１のとおり） 

 

６．業務を実施するうえでの前提 

  業務実施にあたり、「教育の情報化に関する手引き－追補版－（文部科学省）」や「GIGA

スクール構想」に関する資料等を踏まえ、学校現場における ICT環境を活用した教育の

重要性や活用方法について理解を深めること。 

 

７．業務内容 

  (1) 管理等業務 

① 受託者は、本業務の履行にあたり、支援員とは別に管理指導等にあたる管理

責任者や業務管理者（以下「管理責任者等」という。）をおくこと。 

② 管理責任者等は、うるま市教育委員会（以下「市教委」という。）及び各小中

学校との緊密な連携のもと、支援員の管理監督及び全体を統括するコーディネ
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ート的役割を果たし、派遣日程の調整・管理、業務状況の把握などの管理及び

サポートを行うこと。 

③ 月に一度開催する市教委主催の定例会において、支援員の業務実績をはじめ、

ICT を活用した授業実例や学校の様子、学校現場の課題や支援傾向などをまと

めた資料を作成し、報告を行うこと。 

 

  (2) 支援員 

     支援員は、市教委及び各小中学校の ICT活用方針等の意向を把握し、その意向

に即して、以下の業務を行うこと。また、1人１台端末の活用が促進されるよう、

工夫を凝らして、業務を行うこと。 

     なお、市教委で各学校に導入している学習に関する主な ICT 機器やソフトウ

ェア等の明細は、別紙２を参照すること。 

    ①環境整備支援 

      ㋐ ICT機器の簡易的なメンテナンス 

㋑ ICT機器の不具合発生時における現象の切り分け 

    ②教員等支援 

      ㋒ ICTを活用して授業や校務を行う際の質問対応や操作支援 

      ㋓ 学習端末や電子黒板の効果的活用への助言 

      ㋔ デジタル教材作成等の支援 

      ㋕ 他学校の活用好事例の共有・展開 

      ㋖ 情報モラルに関する教材や事例等の紹介及び活用助言 

      ㋗ ICT活用に関する校内研修等の支援 

      ㋘ 各種ソフトウェア（デジタル教科書含む）の設定及び操作支援 

    ③授業支援 

      ㋙ 授業中における児童生徒の端末やデジタルコンテンツ等の操作補助 

    ④その他 

      ㋚ Google サイトの運用サポートに関すること 

      ㋛ Google 管理コンソール（MDM）の運用サポートに関すること 

      ㋜ 市教委主催の定例会への参加 

      ㋝ 支援実績などの日報等の作成 

      ㋞ 上記㋐～㋝のほか、業務目的の達成のために必要な支援 

      

８．支援体制 

① 支援員は 5 名以上とし、各学校に対して月 3 回以上の訪問支援を実施すること。 

  ② 好事例を共有し、学校支援の質的向上を図ることを目的とする支援員同士の定期

的な情報交換及び定例会（市教委主催）は、勤務日数に含めても差し支えないが、

学校に対する訪問支援回数が最大になるようスケジュールを組むこと。 

③ 支援員は、担当校制とし、原則、各校同一人物が訪問支援すること。 

④ 支援する日は、土日・祝日・慰霊の日・年末年始を除く平日を基本とする。 
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⑤ 時間は、8時 45 分から 16時 45分（60分の休憩時間を含む）を基本とするが、 

市教委及び学校との協議により変更となる場合もある。 

⑥ 天災、感染症、その他の事情で緊急的な休校とした場合は、市教委が学校の ICT 

支援に寄与すると認めた活動（オンライン授業等支援・教材作成）により訪問支援 

の代替とする。 

 

９．支援員の要件 

  ① 支援員は、ICT機器の操作及び活用に関する知識等を有すること。 

  ② 学校現場で業務を行う際は、児童生徒の模範となるような言葉使いや身なりに注

意を払うこと。配置した支援員が学校運営上に支障をきたすような事象が発生した

場合は、受託者の責任で支援員を入れ替えること。 

③ 教員や児童生徒に対して、受け身ではなく、積極的に支援を行うこと。 

 

10．委託料等 

(1) 対象経費 

    対象経費は以下のとおりとする。なお、支援のために学校内で消費する ICTに係

る経費（プリンタ消耗品等）については、学校が負担する。 

    なお、支援員や管理責任者等の人件費の単価等については、最低賃金を下回らな

いよう適切に設定すること。 

① 事業費 

     ㋐ 直接人件費 

       ・人件費（支援員及び管理責任者等） 

     ㋑ 直接経費 

・燃料費 

・交通費（船賃） 

・印刷製本費 

・通信運搬費 

② 一般管理費（（人件費＋直接経費）×10％以内） 

③ 消費税相当額 

 

(2) 経理処理 

   ① 本業務に係る委託料は、概算契約とし実績報告に基づいて契約金額を確定する。 

② 本業務に関連する書類・領収等は、契約終了後５年間保存すること。 

 

(3) 支払い 

    委託料は、業務完了検査合格後に受託者からの請求により支払う。ただし、業務

の円滑な遂行を図るために必要があると認められるときは、委託料の 80％を上限

として、概算払いを請求することができる。 
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11．実施計画 

  業務受託後に運営体制及び支援員名簿を速やかに提出すること。 

  また、各小中学校と調整のうえ、配置スケジュールを作成し、市教委及び各小中学校

に提出すること。 

 

12．実施報告 

  月毎に支援員の業務実績をはじめ、ICTを活用した授業実例や学校の様子、学校現場

の課題や支援傾向などをまとめた資料を実施報告書として提出すること。 

 

13.その他 

  ① 細部の運営については、各学校の事情に合わせること。 

  ② 学校現場で作成したオリジナル教材や蓄積されている知識等については、市教委

に所有権があるものとする。 

  ③ 受託者の過失により、学校の ICT機器等に故障等の損害を与えた場合は、受託者

が当該機器の修繕等に係る経費を負担すること。 

④ 本仕様書に疑義が生じた場合又は定めのない事項については、市教委及び受託者

協議のうえ決定する。 
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別紙１ うるま市立小中学校一覧 

 学校名 所在地 

1 宮森小学校 石川 1-46-1 

2 城前小学校 石川 400 

3 伊波小学校 石川伊波 287-1 

4 与那城小学校 与那城屋慶名 468-29 

5 南原小学校 勝連南風原 279-1 

6 勝連小学校 勝連内間 1173 

7 平敷屋小学校 勝連平敷屋 3850 

8 川崎小学校 字川崎 117 

9 天願小学校 みどり町 1-8-1 

10 あげな小学校 字西原 151 

11 田場小学校 字田場 876 

12 具志川小学校 字具志川 3133 

13 兼原小学校 字喜屋武 66 

14 高江洲小学校 字高江洲 118-1 

15 中原小学校 字宮里 731 

16 赤道小学校 字赤道 921 

17 石川中学校 石川 440-1 

18 伊波中学校 石川東恩納 978-1 

19 与勝中学校 勝連南風原 3615 

20 与勝第二中学校 与那城饒辺 153-1 

21 あげな中学校 字安慶名 40 

22 具志川中学校 字喜屋武 591 

23 高江洲中学校 字豊原 769 

24 具志川東中学校 字具志川 2803 

25 彩橋小中学校 与那城平安座 8169-1 

26 津堅小中学校 勝連津堅 1327 
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別紙２ 各学校に導入している学習に関する主な ICT機器やソフトウェア等 

 

  項 目 品名（メーカー・型番等） 

  指導者用端末（校務兼用） ノート型パソコン（Windows） 

  学習者用端末 コンバーチブル型ノートパソコン（Chromebook） 

  電子黒板 Star Board（TE-YLシリーズ） 

  書画カメラ ELMO（MX-P3） 

  充電保管庫 Star Board（SB-CM-45） 

  学習支援ソフト デジタルドリル 

 ・すららドリル（小学校） 

 ・スタディサプリ（中学校） 

授業支援ツール 

 ・Google for Educationで提供されている各種ア

プリケーション 

・ロイロノートスクール（小中共通） 

・指導者用及び学習者用デジタル教科書 

学習 eポータル 

 ・L-Gate（小中共通） 

  管理ツール等 フィルタリング 

 ・i-FILTER@Cloud GIGAスクール版（小中共通） 

その他 

 ・Chrome Education Upgrade（MDM） 

 

 


